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明るい社会をめざして
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　私は、「空が青いから白をえらんだのです」という本を読み、自分の考え方が大きく変化した。これは、犯罪・非行をした少年が刑務所で思うままに書いた詩を集めたものだった。
　私の今までの、犯罪・非行をした人への考え方は疑問や怒りだった。なぜ、そのようなことをしたのかという疑問、大切な命や人権を奪ったことへの怒りだった。また、そのような人は「怖い」「乱暴」などというイメージをもっていた。
　しかし、この本を読み、自分の中で色々な感情が入り組み、複雑な心境となった。そして、犯罪・非行をした人のイメージが少し変化した。
　まず、刑務所にいる皆がみな、同じような人ではないと知った。臆病な人もいれば、純粋な人もいる。人と付き合うことが得意な人もいれば、苦手な人もいる。また、それぞれが育った環境は大きく違うものだった。愛情をもって育てられ、お母さんやお父さんのことが大好きな人もいれば、愛情がないままに育ち、人の温かさを知らない人もいる。自分と同じような環境で育ち、同じような生活をおくっていたと思っていたら大間違いであった。
　私は、周りの環境が犯罪・非行をすることへとつながるのではないかと考えた。働く場所がなくなった人や、食べるものがなく万引きをした人など、犯罪者の多くは社会的な立場がなくなった人である。このような人たちが、犯罪・非行という名の恐ろしい行為に手を出す前に、私たちにできることはあったのではないだろうか。
　その一つ目の例として、地域のつながりを強くするというものがあげられる。その人の生活状況を少し知るだけでも、何かの異変に気付くことは可能である。また、地域の活動をさらに活発に行うことで、心のよりどころができるのではないだろうか。誰かと会って話し、悩みや不安を打ち明けることで、少しでも心は軽くなると思う。
　二つ目の例として、他人を思いやる気持ちや気にかける気持ちを大切にするということがあげられる。もし、自分の身近に困っている人がいたら、知らないふりをするのではなく、手を差しのべることで犯罪者を減らすことは可能だと考える。人は他人からの少しのぬくもりも、とても嬉しく感じるものである。だからこそ、この対策は必要であると考える。
　さらに、私は犯罪者が無事に社会復帰をできるようにするためには、三つのことが大事だと考える。
　まず一つ目に、その本人自身の気持ちの整理を行うことがあげられる。自分が犯してしまった罪をしっかりと償うことが非常に重要になってくる。また、気持ちをコントロールする力をつけることも大事である。
　二つ目に、刑務所を出たあとのゴールを考えることがあげられる。刑務所を出たあとのことなど何も考えずに刑務所を出ても、また同じあやまちの繰り返しである。刑務所を出たあとに何がしたいのか、誰に恩返しをしたいのか、誰のために働いて、生きたいのか、などといったことを考えることは非常に大切であると思う。誰かのために、もしくは自分のために必死になって何かを頑張ることで、達成感を得ることができると考える。
　三つ目として、しっかりと立ち直りをした元犯罪者を受け入れられる社会であることがあげられる。やはりどうしても、元犯罪者と聞いて悪いイメージを持つ人は多いと思う。しかし、元犯罪者の人の中にも、もう一度やり直したい、しっかりとした人生を生きたいと考えて、社会復帰をした人もいると思う。そのような人を独自の偏見で差別的に見るのではなく、迎え入れることが大事だと考える。そして、周りから認められることで、自分の自信に少しずつつながっていくのではないだろうか。
　私は、犯罪・非行がない明るい社会を実現させるためには、これらのことを第一歩として行っていく必要があると考える。人の温かさやぬくもり、人と人とのつながりがあってこそ、今自分がしっかりと生きることができていると私は思う。犯罪・非行をした理由は人それぞれだが、人の温かさやぬくもりを感じさせることが大切であることは、皆共通していえることである。これらのことを通して、他人に対して前向きな感情をもつことで、考え方や生き方が大きく変化すると思う。
　犯罪・非行のない明るい社会が、一日でもはやく来ることを強く願っている。
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